2024.12.16出前トーク要旨
	1.テーマ
	本市の文化・芸術活動の推進状況及び課題について

	2.日時
	令和6年12月16日（月）13時30分～

	3.場所
	向野堅一記念館

	4.出席者
	（直方市）直方市長、総合政策部長、教育部長
事務局：秘書広報課長、秘書広報係長
（主催者側）直方文化連盟　ほか（男性8人、女性4人、計12人）

	5.内容
	テーマに基づき直方文化連盟の皆様と直方市長が意見交換を行いました。意見交換の主な内容は以下のとおりです。

≪市長挨拶≫
直方の文化の起点となったのは、東蓮寺藩が築かれ、街をかたち作られたことが大きかったと思っている。藩が置かれ、交通の要衝であったことから、様々な文化が流れてきて現在の礎が作られた。その後、石炭産業隆盛の時代に直方を含め筑豊地域が発展し、新しいものがどんどん入ってきた。炭坑産業が斜陽化した時代のことをマイナスイメージで捉えられがちだが、私はその時代に育ってきたため、決してそのようなことはないと思っている。この地域が様々な人たちを受け入れてきた、その時代の炭鉱が持っていた良さを前向きに捉え、その歴史の中で築かれた文化を繋いでいくことが極めて重要。また、伝統を守るということは、新しいこと、革新的なことをその分野の中で起こしていくことだと考えている。例えば焼物でいうと、昔のものを再現するだけでなく、そこに何か新しいものをプラスし、新しいモノを作っていくことこそが伝統だろうと思っている。様々な文化・芸術活動について、行政もその礎となるものをしっかりと支援していかなければならない。先の議会で、他市に比べ、公共施設の利用料減免も含めて本市の文化振興への支援が弱いのではないかと指摘があった。比べてみると確かに他市の方が手厚い。地域文化を支える担い手である皆さんの活動へ、改めて行政の支援の必要性を感じた。とは言え、市の財政状況を鑑みると、潤沢に支援できるというわけでもない。それぞれの団体が自立できるよう、その兼ね合いを互いに探りながら持続可能な形で文化振興を図っていきたい。


≪意見交換≫
●文化連盟の安定的な運営のため、事務局機能を持たせる拠点が欲しい。
（市長）文連のみならず、老人会等の本市の中で大きな組織体の事務局となる拠点については要望があがっている。市の公的施設の整備・修繕には国の補助が必須となるが、人口減少が進む社会の中でその支援を受けるためには、全体規模の縮小が求められている。そのような状況で、限られた面積の中にどこをどのように収めていくかというのは課題だと感じている。

●「文化連盟」が市内の各文化団体をまとめられるくらいの機能があると、市の文化振興により協力できると考えている。そのためには小さな団体が文連に加盟するメリットが必要。例えば、市から文連に大きな補助金を出して、各団体が何か活動する際に文連がその中から補助するようなシステムができないか。

（市長）市が直接お金を出して支援する場合、「運営費補助」というのは基本的にやらない。おそらく他市も、基本的には何かしらの実施事業に対して補助する「事業費補助」の形をとっている。または、公共施設利用料金の減免をするか。

●「事業費補助」が難しいということであれば、他の町では、行政の職員が団体の事務局機能を担ってくれている自治体もある。そのような支援も検討して欲しい。

●文連に限らず、児童・生徒のための催しについても、施設利用料の減免ができない。そのために主催者も直方での開催を避けているという話もある。せめて子どもたち、教育関係の事業だけでも減免を検討してほしい。

（教育部長）子どもたちへの支援という部分については、教育長とも課題として共有しており、財政的な面も考慮しつつ、何らかの手立てを検討しなければいけないと認識している。

●高齢者のためにも、減免制度は検討してほしい。

（市長）高齢者のための文化活動支援というのは、認知症予防や健康寿命を延ばすという点にも繋がる。総合的に市民の健康をどのように維持するのかということも、行政は考えないといけない。ご意見を参考に、今後の検討課題としたい。
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